
“水産トレーサビリティプラットフォーム”

「いつでも、いつまでも、おいしい水産物を届けたい」

という想いのもと、お魚がテーブルに届くまでの物語を

新たな体験として消費者に提供します。

国内初の水産トレーサビリティ実証事業

江戸前フィッシュパスポートフェア

水産庁バリューチェーン改善促進事業の一環として、

鮮魚店『sakana bacca』さんの店頭にてフェアを行いました。

お魚に貼付された二次元バーコードを実際にお客様自身が

スマートフォンで読み込むことで、お魚の来歴をご確認いただきました。

水産庁長官や民放各社にもご来店いただき、おかげさまで非常に盛況でした。

これまでの取組

Ocean to Table（O2T）

スマホで
スキャン！

O2Tとは



協業のご相談等お待ちしております。

私たちは、「海の豊かさを守り次世代へ繋ぐ」に取り組む任意団体として、

2020年10月1日に業界横断型組織『Ocean to Table Council』を立ち上げ、

持続可能な漁業の将来について考えるべく、情報共有会議などを行っております。

当社のトレーサビリティの仕組みは他の産業でも汎用的に利用可能なデータ方式を

用いておりますので、水産業以外にもノウハウを応用できる事例等ありましたら、

ぜひお聞かせいただきたく存じます。

03-6400-7023 ois-sales@ikic.co.jpお問い合わせはこちら

アイエックス・ナレッジ株式会社

〒108-0022 東京都港区海岸3-22-23 MSCセンタービル

http://www.ikic.co.jp/

社会課題の解決を
目指して

入力された情報は、改ざん困難である

ブロックチェーン上にて管理されます。

また、トレーサビリティ情報以外にも

会社や商品の情報、認証取得等の

各社のこだわりなどを見える化します。

Ocean to Table アプリケーションの概要

消費者は、サプライチェーン上の各フェーズ

で入力されたいつ・どこで・誰が獲ったか、

どこを通って届いたのかなど、

お魚のトレーサビリティ情報を

O2Tアプリで確認することができます。

http://www.ikic.co.jp/

